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KATHERINEMANSFIELDの一考察

佐 藤 孝

AStudyofKatherineMansfield

Takashi SATO

(昭和51年10月30日受理）

Cthedignityofthesea',@thedMneseaishere'とい

う静かで安らぎを与える海である。しかしその海も病身

の彼女にはGallteethandfury' ,Gaboilingsea', 0almost

red,verysinister'という凶暴性を示す海にもなった。

この恐れの根底は，海はやがて陸地を覆い尽くすものと

いう恐怖心である。これはT.S・Eliotの6TheWaste

Land'での海のimageと共通したものがあり， 「死」と

「生命」の象微で，その裏に「再生」の意味が潜められ

ており，有限の世界の無常，創造と破壊という二重性を

示すものである。 (3)また，風のimageも病状に伴う感情

の起伏によってCtheoldforlornwind'であるが同時に

6toshakeeveryperfumedbudandflower'と，人間の

幸せに結びつく風である。このように一つの現象が彼女

の目に二つの姿をとって現われるが，客観的事象は感覚

が優位を占める場合は抑圧されることなく心理や意識を

通過して表現され，感情や欲望などの要素が優位を占め

る時，つまりMansfieldの場合は病気が肉体を痛めつけ

る時なのであるが，客観的事象は意識の抑圧を受け，実

質的内容を奪われた形で表現される。彼女の観察が日常

的なものについて非常に繊細である為に身辺の人々や事

柄とのあつれきは時には耐え難いものにまで大きくなっ

た。LesleyMooreとの日常生活の中に最も極端な感覚の

二重性がうかがわれる。

Mansfieldの創造主であった「感覚」がこうして彼女

を負の世界に突き落とす破壊者に変貌することを彼女は

意識したであろうか。美的観念はあらかじめ存在するの

ではなく，創作の過程で具象的な姿を現わしてくるが，

客観的事象の中に彼女の感覚が導入される時，それはあ

りのままの形で表現されることはできない。 ここに

Mansifeldが陥った閉ざされた世界がある。 この「感

覚」の変身は6receptivenes3Gintelligence'等のfocusが

強烈であり, Gclarityofvision'を要求される小説の世

界仏)では殆んど承られず, @Joumal'や6Letters'の中で

展開される。小説の世界では日常の事柄を鋭敏な感覚と

鮮明な描写で昇華できたMansfieldも愛するMurryへの

手紙の中ではそれができず，杼情的な表現も失われ情緒

秋田高専研究紀要第12号

1

K・Mansfieldの作品が彼女の精神遍歴，特にJ.M.

Murryとの愛の軌跡を示すことは論をまたないが，更に

病状と深い関係を持つ事実も見逃すことはできない。彼

女の病状は@JournalofKatherineMansfield'やGKath-

erineMansfield'sLetterstoJohnMiddletonMurry'

の中に苛立だしく，時には明白な字句で，或いは屈折し

た表現となって現われる。病めるMansfieldには季節の

推移，天候の変化も大きな影響を持ち，彼女の天性であ

った繊細な感覚は病的な鋭さを帯び, Ccrystalclear'な

文体の奥底に一つの影を落とすことになる。連続する密

度の高い緊張した表現を生む力が欠け，抽象度の高い観

念的な語が少なく，多音節語の使用を避ける断片的な描

写がそれである。しかしその現象もスイスで小康を得た

後の作品では多少薄れる。

最愛の弟が戦死するという不幸は，

Ithinklhaveknownforalongtimethatlife

wasoverforme,butlneverrealiseditorac-

knowledgedituntilmybrotherdied・

Iamjustasmuchdeadasheis.Thepresent

andthefuturemeannothingtome.(1)

と彼女を負の世界へ深く沈潜させることになるが， こ

の事実は決して自己崩壊を伴わず， 「私は何よりも先ず

作家」という前提を彼女の中に確立させる。その世界は

感覚の充実を求め，創作欲を支えた愛の要素を捨てて入

る深淵であって，

Thelittleboatentersthedarkfearfulgulfand

ouronlycryistoescape-Gputmeonlandagain'、

Butit'suseless・Nobodylistens.Theshadowyfigure

rowson・Oneoughttositstillanduncoverone's

eyes.(2)

という彼女と故国NewZealandとの間に大きく横たわ

る海という現実性を持つ深淵であった。

彼女の文体に承られるこの影は，次の点にも指摘でき

る。Mansfieldにとって海とは6asealikequiltedsilk',
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的効果も薄れたd彼女の知的間隙を示すものと言える。

また子供達と大人の織りなす世界,孤独な女性の敗北

の世界，理解し合えぬ男女の世界と彼女の描く小説のテ

ーマも人生への不信感が根底にあり，子供の世界を見事

に情的に把握した一女性の知性の限界を示している。

このMansfieldの個性的な感覚の「揺れ」は，今

｢正」と考えたものを次の瞬間に「反」と考え，また

「正･反」を同時に求める態度であって，人生の明確な

全体像よりも，複雑に結合する不思議な暗い全体像へ彼

女を導くことになる。それは例えば狂信的なロシア人の

精神療法やGurdjieffInstituteへの彼女の傾倒である。

至福と絶望の両極端を行き来する姿を承せるMansfield

はその両極を表現する場合，子供のimageを用いる。前

述した一つの対象を二様に描くことに加え，異った世界

を表現する場合に一つのimageを借りる巧妙な手法と言

える。絶望の中で彼女は自分を不合理で残忍な世界の網

に捉えられ動けなくなった子供に替えており,Murryの

愛を確かめる幸せに浸る自分を神に最も近い子供として

描く。ゞ imageは知覚と記憶の組合せであるが，現実に表

現される時には表現する人間の感性が作用するわけで，

特に文学的表現においてはこの作用に負の力が加わる場

合が多い｡その感性を刺戟する要因は気質や体質による

のは勿論であり，それに外的な条件が加わる。感性は芸

術活動の起動力となるもので， この均衡が彼女の場合非

常に失われ易い状態におかれていたが，何が原因であっ

たろうか。Mansfieldを英国文学史の中で捉える考え方

は不自然とは言えないが， 14才の時にロンドンに留学

し， 2年間故郷に戻ったとはいえ終生故郷を踏まなかっ

た彼女を植民地文学史の中で考えるならこの原因の解明

に役立つのでないか。

特にMansfieldはNewZealandが生んだ最初の作家

であり，当時NewZealandの若い詩人達の間に顕著に

ゑうけられる GHomesickforaHOmetheyhadnever

seen' (5)にまで高まっていた距離感から生れる焦りの中

で,逆に彼女はNewZealandを離れ，その地から強烈

な憧れを寄せた作家でもあった。常に自分が今生活して

いない場所へ強く憧れ(6),NewZealandへの距離感と

途絶が感情の最も捉え難い世界に展開し，完全に近い精

級さで表現される。そして晦」 「空」 「則「光」と

いう根強い宇宙の根元的要素で具体的に明示される幼時

の感覚的体験が溌刺とした動きと色彩の世界を展開し，

知覚活動への渇望へと結びつくわけである。常に新しい

観念に身を投ずるMansfieldの宿命は自らの心を祖国

NewZealandに投影することによって反復して展開す

るが, この軌跡は新しい価値感という軌跡と並行するこ

となく限られた型(テーマ）を示すの糸であった。その

結果それを表現する文体も断続的でわずかの変化を伴う

繰り返しがゑられ，それが独特の情緒的散文を形成する

ことになる。

2

純正な文体は純正な洞察力を意味するものであるが，

Mansfieldの身辺は彼女が家族を離れたことに端を発し

殆ど同時に起った結婚と離婚そして流産と心の平静とは

無縁の雑音に満ち，脈絡の無い人生は容赦なく彼女を悩

ますのである。こうした暗闇を逃れて創造の世界に自ら

を駆り立てる創作欲は異状なまでに強靱である。

Thisalmostmadlongingtoworkisgnawingat

me-itwasthoughsomeinsidiousandterribleWOrm

ateandateatmyheart.(7) :

Dootherartistsfeelasldo-thedriVingneces-

sity-thecryingneed一thehoundingdesire

thatwillneverbesatisfied--thatknOwSno

peace？ （8）

この意欲は弟の死を契機に作家としての責務が「還ら

ぬ時」ぬ時の追求であると自覚すると同時に, J.M.

Murryとの一時の共同生活で生の中に存在する「内なる

生」へ忠実に生きる試練により人生への同化の意識へと

変貌する。

一つの作品の文体を考える時，その作品の主題をきり

離して考えることはできない。同様に人物の発話の文体

を考える時もその人物の性格や感情，思考内容を考えね

ばならない。つまり言語構造とその言語の観念構造は主

題によって規制される。このことをRobertFrostぱ｢用

いようとする芸術形式genreがその内容を音声化す

る。」と述べているが，感覚の通路が内容に規制される

とも言えよう。Mansfieldの場合，感情的な反応が鋭い

感覚的知覚を促し，最も単純な形となって意識的制御を

受ける結果，時には透明な文体が失われる場合が生じ

る。 @Mr. andMrs.Dove'における鳩の手法, 4The

SingingLesson'での花束，手紙とMissMeadOwsの心

の動きの描写は，作者の感情の潜在的，内部的構造であ

る文体への移行があまりにも機械的であり，人間の精神

構造が伝達によって規制されてしまい一定の枠組型組承

入れられ，作品として失敗の例で，次の論はこれを伝達

の効果の面から明確にしたものである。

ThattheartistisnotasaruleconSciouslycon-

cernedwithcommunication, butwithgettingthe

work,thepoemorplayorstatueorpaintingor

whateveritis, 6right',apparentlyregardlessOf

itScommunicativeefficacy, iseasilyexPlained.(9)

この伝達と芸術との関係についてMansfieldはチェホ
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ことを認め,Murryに宛てた手紙の中でこの初期の作品

が自分の本心を表現したものでないと繰り返し述べてい

る｡⑭彼女にこうした手紙を書かせたものは彼女が言う

ように単に内容に満足しなかったばかりでなく,：こうし

た未熟な手法を嫌う心からであったと思われる。

Mansfieldが初めて作家としての使命に目覚めるのは

弟Leslieとの語らいとその直後の彼の戦死という事件

がきっかけである｡自分の使命は何かと自問し，その答

が得られぬままに作家としての自分の資格を疑う苦しさ

を味わうが，今まで観察し描き続けてきた数々の人間は

自分が筆をとらなかったとしても同じ生き方をしたので

はないかという仮定に到る。そして姉の名を口にした弟

の最期を思う時，弟の後を追うことを考えるが，その心

は望郷へと変り，一連のNewZealand物を書き始める。

Now-nowIwanttowriterecOllectionsOfmy

owncountrydYeS,IwanttowriteaboutmyOwn

countrytillIsimplyexhaustmystore&da

そしてGTheAloe'の執筆にかかり，

$TheAloeisright.TheAloeislovely. Itsimply

fascinateSme,and/IknowthatitiswhatyouwOuld

wishmetoWrite.(I@(yOu=Leslie)

と思うものの後の推敲を期し出版をひかえる。望郷と

弟への憐れみの色彩が強く，彼女の幼い時代の喜びの再

現という積極的な意図が中心におかれ，無意識のうちに

記憶の中に押し込められた多くのエピソードが綴られる。

この時期における彼女の文体の変化は人生観，美的感覚

の変化ではなく描写方法の変化である。 GTheA1oe'の

推敲にとりかかる一年前に彼女はこの変化を意識してい

る。

Iwantforonemomenttomakeourundiscovered

countryleap intotheeyesof theOldWorld・ It

mustbemyStelfious, as thoughfloatingb Itmust

takethebreath・ Itmustbe ｣Coneofthoseisland'

Ishalltelleverything, evenofhowthelaundry-

basketsqueakedat75・Butallmustbetoldwith

asenseofmystery,aradiance,anafterglow.⑰

単一なものを細部にわたって観察し綿密に描写するこ

とから，多くの要素を持ち微妙に変化するもの，例えば

海，夜明け，草花の変化を色彩，匂いなどを駆使して作

者が作中の人物の目を借りて事物や人糞の微妙な変化を

記述するようになったのである。彼女の現実認識は感覚

レベルにあって断片的イメージの組合せが中心に据えら

れていたが，創作焦点が定まると「見えるもの」から，

「容易に見えないもの」へと表現の対象が深化し，現実

の直接性は全体像の中に姿を消ず。NewZealandの描

写へと創作が向きを変えた時から表現は記憶像ではなく
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フの手紙を引用し, 9Joumal'に作者は表現手法を意識

せぬ時にはじめて読者の心に迫ることができる⑩と述べ

ている。

豊かな感受性に支えられた事物に対する鋭い観察力は

Mansfieldの詩的体験となって描写される。美的感覚が

美的感情の描写への結びつく過程は決して滑らかなもの

でなく,情緒が読者の心に強く働きかける週呈も単純で

はないd初期の6TheChild=Who-Was-Tired'では現実

の世界にthechildの思考が入り込むことにより感情移

入が損われる個所が見うけられる。 （下線部）

ShesetthepanofmilkintheoVen,andwent

intQthenextroomtowakeanddressthethree

､children.AntonandHanslaytOgetherinattitudes

ofmutualamitywhichcertainlynevereXistedoUt

oftheirSleeping加urs・伽

SheheaVedalongsigh, thenfellbackontothe

floor, andwasWalkingalOnga littlewhiteroad

withtallblacktreesoneitherside, alittleroad

thatledtonowhere,andwherenobodywalkedat

all--nobodyatallU

Mansfieldの円熟期の手法がうかがわれる0ABirthday'

においても作者の思考が人物の心の動きに移入し，描写

の流れが一時停止する個所がある。

Whenhewentintothekitchenforhisboots,the

servantgirlWasbentoverthestove, cookingbreak-

fast. @IBreathingintothat,now,Isuppose,"

thoughtAndreas,and_wasshortwiththeservant

girl.Shedidnotnotice.Shewasfullofterrified

joyandimpOrtanceingoings"nupstairs・Shefelt

sheWas learningthesecretSof lifewithevery

breathShedrew.⑬

感覚が表現される過程で倫理的な先入感が混入し美的

感情は形骸化し単なる経験的な思索の記述に終る。この

場合,経験の個人的様式から必然かつ有機的に生れるべ

き個為の作家の文体は個性を失う。 GFrauBrechenmac-

herAttendsaWedding'で彼女の従属的な生活を怒り，

GAtLehmann?s'では出産の苦しゑをrealismに近い筆

致で描くMansfieldは感性的な次元を抽象観念と並列

させることによって美的態覚を表現しようとするが， こ

こにMansfieldの人生への幼稚な気負いが感じられ

る。この稚拙な手法は彼女が子供の世界を描き始めるこ

とによって払拭されることになるが， これは自己否定が

彼女の意識に根を下ろし包括的な現実の表現に達する時

期である。彼女自身この一連の作品が安易なsarcasm，

cynicismそしてあまりにもpessimiSticな内容である
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実物想起が中心となり，知覚的には過ぎ去った過去が無

限な自己表現， 自己拡大へと変貌した。

短篇集6InaGermanPension'でゑられるように全

ての存在を主観的に知覚し作者の心を通して視覚化した

世界(@TheSisteroftheBaroness'),常に傍観者とし

ての作者が異質の存在として登場する世界(:TheModern

Soul'),主題が前面に姿を現わし作者の感情の退行を余

儀なくする世界(GAtLehmann'S')と観察と描写があま

りにも作者の意識にあり，情念や感情が停滞する世界は

この段階に至って姿を消した。

Dawncamesharpandchillwithredcloudsona

faintgreenskyanddropsofwateroneveryleaf

andblade・Abreezeblewoverthegarden,drop-

pingdewanddroppingpetals, shiVeredoverthe

drenchedpaddocks, andwas lost inthesombre

bush. In theskysometinystarsfloatedfora

momentandthentheyweregone-theyweredis-

solvedlikebubbles.⑱

この文脈の緊張と静寂，時間の生命的リズムが視覚の

世界というよりも無意識の実体，人間の感覚では簡単に

知覚できない小宇宙を創造する。夜明けに対する作者の

感情的反応は鋭い感覚的知覚によって純粋な感情として

記述されている。これまでの作品に承られる種々の6the

particularity'は詩におけるmetre,poeticdictionの

役目を果している⑲とはいえ，それのゑでは新鮮な感情

を伝達することはできなかったが，上の一節では知覚と

事物がMansfieldの美的感覚の中に結合し，言語を純

化する働きを持っている。風，星という素材の表現可能

性をつきつめ独自の表現内容を独自の文体現象で組承立

てることは表現の純客観性を意図するものである。しか

し主観性，精神的均衡を喪失することもあり得るが彼女

は普遍的存在である芸術的対象の中に一種の宗教的救済

を得ることができた。彼女はこの時，既に自我の主体性

から離れ，人間の実象的世界をも自律的生命の中に描く

手法を確立していたと言えよう。

6PrelUde'での作者の視点もそれ以前の作品とは明ら

かに異なりこの作品をMansfieldのこの後の作品に指

針を与えている。作者の分身が一人一人の登場人物の中

に入り込承，動いている人間をその感情，思考の内側か

ら捉える｡しかも物理的に現実の目の高さから事物を観

察し，例えば子供を描く時は大人の背も植物も子供の目

の高さから描写される。この視点は更に6AttheBay'

では犬となり羊ともなる。 sentientcenterの複数化と

も言え,作者は客観的に虚構の世界を透視することをや

め夫灸の人物，動物に同化した形をとる。その為，読者

は自立的に存在する虚構の世界を追体験するのではなく

登場人物と共体験することになる。

Mansfieldのこの虚構の世界はどのような過程で彼女

の前に現われたのであろうか。それを彼女は病人にのゑ

神が与えたCconsolationprize'であろうかと詔し気に

次のように書き記している。

Itoftenhappenstomenowthatwhenlliedown

tosleepatnight,insteadofgettingdrowsy,Iget

wakefulandlyinghereinbed,Ibegintolive

overeitherscenesfromreallifeorimaginaryscenes.

It'snottomuchtosaytheyarealmosthallucina-

tions:…All thesethingsare farrealer,morein

detail, richerthanlife...Onlytherearenoperson-

alies・ NeitheramItherepersonally･ Peopleare

onlypartofthesilence,notofthepattern-vastly

differentfromthat-partofthescheme,鋤

こうして彼女の中に想起する世界の時間は語り手とし

ての彼女の現実の時間と一致する。この事実は fThe

DaughtersoftheLateColonel'での作者の手法の裏付

けとなる。つまりこの小説の記述の時間はConeofthe

busiestweeksoftheirlives'とされる一週間に限定さ

れているのだが，人物の意識の中で過去，現在，未来へ

と拡大され， しかもこの小説を書きつつあるMansfield

の隣室で同時に現実に進行するLeSleyMooreの生活が

この虚構の中に巧承に取り入れられる｡伽虚構の世界と

現実の世界が見事な均衡を保ちながら展開し一方Mans-

fieldの実生活も創造の世界と重複し，行動から心理へ

単純感情から複合感情へと移行する。

3

dTheAloe'からCPrelude'への脱却は言語的にぷる

と表現の簡素化と言える。 redundancy, repetitionを

避けconotativeな色彩の形容詞を思い切りよく削り取

って生れた簡潔な文体である。小説の展開の速さ，用語

選定の妥当性，叙事，杼情性を言語的に判定する尺度とし

てA・BusemannはAktionsqotientを提唱したがactive

statementsとqualitativeStatementsの識別がややも

すれば主観的になる為,V.NeubauerとA.Schlismannは

それをVerb-Adjective-Ratio(VAR)に置き換えること

を提案しその後はVARが種々の研究に採用されてい

る。鰯この尺度を6TheAloe'とGPrelude'に当てはめ言

語面から検討してゑる。 (Preludeの各章とそれに相当す

るTheAloeのTextを比載する場合,TheAloeの削除

部分とPreludeでの加筆部分は夫々比載の対象が無い

為に考察しない。）

別表のように6Prelude'のVARはGTheAloe'の

相当TextのVARを上まわり,統語上のlevelは均
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描く章で，動作と会話から構成される章であり当然の数

値である。VARの最個直は6Prelude' 6章, 11章であ

り，共にanaloeが語られる章でdTheAloe'の相当部

分についてもほぼ同じ現象がゑられる。 11章ではLinda

の夫への愛と憎悪の二重の感情がanal"に託して語ら

れ，更に部屋の中の二.正の蛾がそれに二重うつしになっ

て展開する。このLindaの心の揺れはやがて静まるが

それは形容詞のchecklistとしてangry-hostileに属す

ohollow,sharp,coarse,hateful'等の語によって表現

され6theliftedoarsandthebuddingmast'の姿をと

る神秘的なanalOeの影響である。やがてGthenegative

weightofthesymbol'鋤が強まり創造の世界は美しい

形を得て緩やかに転回し永遠の持続を承せる。そして

Lindaは自分を取り囲む世界への愛着を超越し，魂を浄

化させる世界の中に浸たることになる。

4Security/Adventure'sopposition'によって考察し

て承ると更に具体的にこの事実が立証される。

(1) Bypressinghardatfirstitmadeaniceseat.
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Preludeの章

一を保っている。 GTheAloe'は物語としては統一を欠

く個所がありその都度作者は元の場所に引き返らねばな

らぬのであるがVARは0Prelude' と対応した形であ

り一つの形態を持つ小説として存在するものであること

が知られる。

GTheAloe'では0Prelude'の9章に当たる部分，あ

ひるの残酷な事件を描く章が最大のVARを示し，全篇

の中で最も強烈な印象を与える章であるが, 0Prelude'

の用語と比較すれば冗長であり鋭さに欠ける。しかし最

大のVARが示す通り GTheAloe'のこの部分は執筆時

のMansfieldの情熱，若さ，感じ易さがそのまま表現

されている例外的な個所である。Mansfieldのどの小説

をゑてもplotを提示するparagraphを指摘することは

困難であり， この点にもこの作家の特徴があるわけだ

が，限られたsituationの事象から文学的真実を追求す

る場合，選択する目から脱け出ることはむずかしく

4TheAloe'のこの部分でも子供の世界は選択され観察

された世界に留まり創造的な世界，活動的な世界は半ば

閉ざされている。一方6Prelude'のこの章はplotを言

語表現として明示する試ゑがうかがわれ, thenarration

ofanactionの点でその構成要素を指摘できる。それは

この章のclimaxを高める為にPatの動作を情況描写な

しで提示したこと，子供達とPatの関係がGrandmother

の媒介なしに語られること，子供達の驚きと移り気を心

理面からでなく行動として表現していることなどであっ

て，人生の断片としてとり挙げるという態度から文学的

世界の創造へという方向に動き始めたことを物語るもの

である。

GPrelude'におけるVARは7章でその最大値を示して

いるが, 0TheAIoe'でもほぼこれに似た数値を示し，

Textについても両者の間に大きな違いは承られない。

精力的なStanleyが仕事先から満足気に帰宅する姿を

(S)Buthowdusty(A)itwasinside!

(2) Andthenshefoundherslfat_thetop(A)ofher

rollinggrassyslope…thenshelaydown(S)on

herback.

(3) SheoftenmadethesesurpriseS (A) forthe

grandmother,andtheywerealwaysmOSLSLLE=

cessful.(S)

(4) Lindalookedupatthefatswelling(A)plant

withitscruel(A)1eavesandileShy(S)stem.

等に見出されるoxymoronは表面的な言語形式ばかり

ではなく，表現される内容も規定する。この場合，寓意

的な主題はSecurity/Adventureの対立により具体的な

事物として提示されており， このoppositionは言語に

よるものながら言語を越える象徴の世界を生承出し

Lindaの思索の中に一つの可能性として留まるのだが，

plotmakingとしてのoppositonではなくあくまで作者

の情的知的体験の在り方を示し意識の志向を比職的に表

現するものである。

6， 11章に代表される意識の調性は作者の心の追求の

軌跡であり表現の基底に一つのvisionとして存在する

CPrelude'全体のStyleである。先行する句，節に寄り

添いつつ屈折するparticiple,gerundの多用，破裂音が

極端に少ない緩やかな文章はnarrativeとdescriptive

の要素を巧承に融合させている。

こうしてMansfieldの作品の規格となるGPrelude'は

cTheAloe'の独自性を抱えた形で展開するが，その題

材は作者自身の経験である。NewZealandでの幼時の
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体験が日常的な網の目によって捉えられ，その描写の

際の必然的な選択は既にNewZealandにおいてなされ

ていたと考えられる。つまり子供の目による選択であっ

て，人物や事柄がそれに付随する意味を殆んど持たない

単なる人物，事物，事象として並記される。読者はその

事物や事象に特殊な象徴を認めることは出来るが，そ

れはいわば客観的相関物として存在するものであって

Mansfieldの意図したものではあるまい。しかし無限に

ある日常的な対象に対してある制限を加える描写の過程

に当然Mansfieldの大人の設定があるわけで，それは2

章でのKeziaを追いかける6It',5章でLindaを無情に

取りまく @They'などの姿をとる執筆するManSfieldの

病める身体から生れる焦燥感であって，子供の視点に巧

承な修正を施したManfieldの手法であった。この過程

をJ.M.MurryはdTheProblemofStyle'の中で創

造的な作家と一般的な形で次のように述べている。“

Thecreativeliteraryartistdoesnotgeneralize;

orrather, hisgeneralizationisnotabstract･How-

evermuchhemaythink, hisattitudetolifeis

predominantlyemotional;histhoughtspartakemuch

moreofthenatureOfresidualemoti"s,whichare

symbolizedintheobjectswhicharouSedthem, than

ofdiscursivereasoning.

Mansfieldの視点は登場人物の視点であるが，人物が

子供や女性の場合，固有名詞を今ここでMansfieldつ

まり ｡I'と置きかえても不自然さはない。6章で祖母を

驚かせようとするKezia.9, 11章でanaloeを眺めては遠

出する自分を夢想するLinda等は明らかに作者自身であ

る。しかし作者自身が物語を進展させるのではなく，事

物の提示という形なので人物は作者とは分離した個性と

して読者に与えられる。これによって直接の表出を避

け，表現しようとする感情は事物と人物に内在する形と

なり， こうして描写される事物に内在するある必然性は

作者の時間的思考の中で全く静止した存在，つまり即物

的感覚の世界として構成されることになる。

平明な日常性に関した淡灸とした描写はHerbertRead

がCNarrative'と名付けているもので，その内容となる

Cactualityofobiects'をMansfieldは以上の手法によ

って実現していると言える。

この手法は@Prelude'の続篇と考えられる @Atthe

Bay'でも効果的に生かされているが，若干の変化を伴

っていることに注意したい。 日常性を鋭い感覚で昇華す

る方法はCAttheBay'では人生の純粋な観照にまで高

められている。子供への愛情もすっかり薄れてしまった

Lindaは傍らに横たわる息子にGIdon'tlikebabies.'と

冷たく言う。子供はこの母親に無邪気に手を振る。Linda
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はこの小さな生命の自信にすっかり驚ろき思わず:Hallo,

mylittlefunny! 'と声をかけるのであるが，

ButbynowtheboyhadfOrgottenhismother・IL

wasseriousagain.Somethingpink｡somethingsoft

wavedinfrontof!him･Hemadeagrabatitand

itimmediatelydisappeared・Butwhenhelayback,

another,likethe first,appearedThiStimehe

determinedtocatchit.Hemadeatremendouseffort

androlledrightover.燭

Mansfieldは人生に対して敬虐な姿勢を抱き，この子

供の無邪気な動作の中に無慈悲な盲目的な意志を察知し

ている。この平易な文章が鮮やかな描写となっているの

は表現の基幹に意味の単純なLatin系の語を置き叙述

的形容詞を削りとり子供の動きをLindaの冷静な視点で

捉えている為である。 4Hallo,myfunny!i'というLinda

の母性愛は子供の仕種によって冷却されるがLindaはそ

れを悲しむことを知らない。

VARについて考察して承ると各章の間で可成りの振

幅が承られ，海岸の静かな息づかいを描写する1章では

0.99, トランプに興ずる子供達の登場する9章の3.09,

妻に挨拶もせずに仕事に出かけて早く詫びようと心のは

やるStanleyが登場する11章の2668と描写の対象に応じ

て言語を選択する強い志向が承られ，比較的振幅の少な

かったoPrelude'に比して感情と文との進承方はより技

巧的な色彩が強い。これは主な人物の6人がある特定の

一日に共に生死の問題に夫々の形で直面するという不自

然な展開にも見出される。こうした理知的な構造は海の

持つ暗いimageに強化され内容や心理と融合した流動

的な表現となりこの作品に特殊な位置を与えている。

b

4

Mansfieldは人生に対して真剣であることによっての

ゑ芸術に対しても忠実になり得るとし, @good,sincere,

simple, andhonest'な生き方を貫く。しかしdanex-

tremelydeepsenseofhopelessness, ofeverything

doomedtodisaster,almostwilfully,stupidly"

から最後まで脱け出ることはできなかった。杼情的な語

の選択，小説構成の巧承さによって作家としての地位を

得た為，作品の分析は主に文章表現と構成の検討による

場合が多かった。一般に小説の文体の解明には作家がそ

の文学的真理を見出した過程を追求し，その真理に最も

適した文体に至る道程を考察することが重要である。

Mansfieldの美的感覚は創造の過程で緩やかに美的感

情を喚起し，生と経験に対する彼女の文学的洞察によっ

て人生の具体的情況は経験的な時間の中に一つの抽象概

念となって再現される。これは「永遠」の相に捉えられ
ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ
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"J.MiddletonMurry:TheProblemofStyle

(OxfordUniversityPreSs.1967)p､24
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る毛のではないが，文学の認識の機能によって我々の人

間存在にある種の方向を与えるものである｡

＜注＞

(1) 'KatherineManSfield:Journal ofKatherine

Mansfield(Constable&CoLtd.､1976)P､89

（以下Journalとする）

(2) 'KatherineMansfield:KatherineManSfield's

LetterstoJohnMiddletonMurry(Constable&

CoLtd., 1958)p.566(以下Lettersとする）

(3)鍵谷幸信:エリオットの詩と芸術（清水弘文堂，

1972)p.342

(4) RogerFowler:StyleandStru(､tureinLiter-

ature(BasilBlackWell, 1975)p.157

(5)M.C.Bradbrook:LiteratureinAction(Chatto

andWindUs,1972)p.88

(6) GeoffreyBullough:WritersandTheirWork

vol.26(Longmans,Green&Co. ,1968)分冊

MargaretWilly:ThreeWomenDiariest．p.32

(7) JoUmal :p､44

(8) Ibid．p.47

(9) I．A.Richards:PrinciplesofLiteraryCriti-

cism(RoutledgeandKeganPaulLtd.,1970)

p､18

⑩Journal :p.172
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